
 
 

                                 

発行所 
北海道大学生活協同組合

札幌市北区北8条西7丁目

教職員委員会編集 
電話 011-746-6218 
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北
大
台
湾
演
習
林
百
年
祭
発
起
人

向
け
て
必
要
な
も
の
を
考
え
、
店
舗
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
る
「
組
合
員
の
声
」

や
自
分
た
ち
で
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
組
合
員
の
代
表
が
直
接
参
加
す

る
総
代
会
や
理
事
会
な
ど
、
組
合
員
の

参
加
の
場
面
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
大

学
生
協
に
と
っ
て
、
組
合
員
の
参
加
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
参
加
が
強

ま
る
ほ
ど
大
学
生
協
は
強
く
な
り
、
よ

り
多
く
の
学
内
構
成
員
の
生
活
を
支
え
、

北
大
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
ま
す
。

組
合
員
の
参
加
は
大
学
生
協
を
強
く

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
に
よ
っ
て

組
合
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
成
長
が
生
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
大
学
生
協
に
は
、
学

部
生
だ
け
で
な
く
大
学
院
生
や
留
学
生
、

教
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
・
価

値
観
や
経
験
を
も
っ
た
人
た
ち
が
集

農
学
部
生
で
あ
っ
た
４
年
間
、
北
大

生
協
に
学
生
委
員
や
理
事
と
し
て
生
協

活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
う
ち
後
半
２

年
ほ
ど
は
北
海
道
地
域
の
大
学
生
協
の

活
動
支
援
も
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
春
か
ら
は
学
業
を
一
旦
離
れ
て
全
国

の
生
協
活
動
を
支
援
す
る
役
割
を
務
め

て
お
り
ま
す
。
大
学
生
協
に
関
わ
り
早

５
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
４
年

間
の
学
部
生
と
し
て
関
わ
り
の
中
で
実

感
し
た
大
学
生
協
に
参
加
す
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

大
学
生
協
は
大
学
生
活
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
存
在
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
春
に

北
大
に
入
学
・
異
動
さ
れ
た
人
に
と
っ

て
は
、
大
学
生
協
を
初
め
て
知
っ
た
と

い
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
在

学
生
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
店
舗
に
利
用
で
の
接
点
が
多
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

北
大
生
協
の
Ｈ
Ｐ
に
は
『
北
大
生

協
は
北
海
道
大
学
に
学
び
、
働
く
、
学

生
・
院
生
・
教
職
員
お
よ
び
こ
れ
に
準

ず
る
方
と
学
内
団
体
職
員
の
方
に
よ
っ

て
「
自
分
達
の
く
ら
し
を
守
り
、
教
育

研
究
環
境
を
豊
か
に
し
よ
う
」
と
、
お

金
を
出
し
合
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
組

織
で
す
。』
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
学
生
も
含
め
た
学
内
構
成
員
が
自

分
た
ち
の
お
店
と
し
て
大
学
生
協
を
存

在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

お
金
を
出
し
合
う
こ
と
だ
け
が
大
学
生

協
の
特
徴
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
私
た
ち
が
つ
く
る
大
学
生
協
な
の

で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
の
生
活
改
善
に

ま
っ
て
お
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
組

合
員
と
し
て
対
等
に
大
学
生
協
に
参
加

を
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
価
値
観
は
大

学
生
協
を
通
じ
て
画
一
さ
れ
た
も
の
に

な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
様
で
あ

る
ほ
ど
歓
迎
さ
れ
、
多
様
性
に
富
ん
だ

交
流
・
協
同
が
な
さ
れ
る
土
壌
が
大
学

生
協
を
は
じ
め
と
し
た
協
同
組
合
に
は

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
交
流
を
通

じ
て
、
日
々
の
教
育
研
究
生
活
だ
け
で

は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
新
た
な
発

見
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
組
合
員
に

と
っ
て
の
学
び
と
成
長
の
場
で
も
あ
る
、

そ
れ
が
大
学
生
協
で
す
。
ほ
か
に
も
、

社
会
と
の
関
わ
り
か
ら
言
え
る
大
学
生

協
の
お
も
し
ろ
さ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ま
た
別
の
機
会
に
。

大
学
生
協
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
組

合
員
の
願
い
を
実
現
で
き
る
生
協
を
目

指
し
て
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
要
望
を
受
け

取
っ
て
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
組
合

員
自
ら
が
実
現
し
て
い
く
大
学
生
協
を

目
指
す
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
自
ら
が
実
現
を
す
る
過
程
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
授
受
に
収
ま
る
こ
と
の
な

い
発
見
と
成
長
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
70
周
年
を
迎
え
た
北
大
生
協

が
す
べ
て
の
組
合
員
と
北
海
道
大
学
に

と
っ
て
あ
る
べ
き
場
所
で
あ
り
続
け
、

組
合
員
が
成
長
で
き
る
場
と
し
て
大
学

生
協
自
身
も
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
、

多
く
の
組
合
員
の
参
加
に
よ
り
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Opinion!

組合員の参加と大学生協

北海道大学大学院
農学院修士１年
全国大学生協連・
大学生協共済連 執行役員

中山　拓登
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映
画
「
否
定
と
肯
定
」
は

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
存
否
を

問
う
も
の
だ
っ
た
。
ユ
ダ

ヤ
人
女
性
歴
史
学
者
と
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
論
者
が
、

英
国
の
法
廷
で
争
っ
た
実

際
の
事
件
が
元
に
な
っ
て

い
る
▼
欧
州
各
国
で
大
勢

が
ユ
ダ
ヤ
人
一
斉
検
挙
を

目
撃
し
て
お
り
、
収
容
所
生

存
者
の
悲
痛
な
証
言
も
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、否
定
論
者
は
、

強
制
収
容
所
は
な
か
っ
た
、
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
捏ね

つ
ぞ
う造

で
あ
る

と
強
弁
す
る
。
こ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

否
定
論
、
一
部
の
人
に
支
持
さ
れ
も
す

る
▼
日
本
で
も
、
多
く
の
戦
争
証
言
が

あ
る
の
に
、
過
去
の
事
実
を
過
小
評
価

す
る
動
き
が
あ
る
。
日
中
戦
争
で
衛

生
兵
だ
っ
た
父
は
、
野
戦
病
院
に
置
き

去
り
に
し
た
兵
士
を
、
戦
後
も
忘
れ
ら

れ
ず
に
い
た
▼
南
京
に
入
っ
た
軍
人

達
は
、
一
九
三
七
年
十
二
月
の
恐
ろ
し

い
数
日
間
を
後
日
、日
記
に
書
き
残
し

た
（『
南
京
戦
史
資
料
集
』
偕
行
社
）
。

「
敗
残
兵
二
千
名
は
射
殺
さ
れ
た
り

…
」
等
を
読
む
と
、
兵
士
の
悲
痛
な
叫

び
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
▼
映
画
で
は
、
女
性
学
者
の
弁
護
団

が
膨
大
な
調
査
で
否
定
論
者
の
嘘
を

淡
々
と
暴
く
。
事
実
は
強
か
っ
た
。

日
本
で
も
、
誠
実
な
証
言
が
戦
争
の
事

実
を
支
え
る
土
台
に
据
え
ら
れ
る
よ

う
願
う
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
、
事
実

が
歪
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
見
張
る
必

要
が
あ
る
ら
し
い
。 

（
今
日
子
）

いじわるじいさん

第56回七大戦硬式野球の部 vs 東大戦第56回七大戦実行委員会役員の集合写真

　皆さん、こんにちは。北大生協理事兼北海道大学体育会委員長の縁記和也です。今回は私たち体育
会、そして七大戦について紹介させていただきたいと思います。
　私たち体育会は皆さんからいただいた会費をもとに、体育会所属クラブの支援、クラスマッチや駅
伝大会をはじめとする学内スポーツ大会の企画・運営、スポーツ用品の貸出など多くの事業を行って
おります。北大生の約９割が体育会の会員となっていただいていて、多くの北大生が私たちのサービ
スを利用しています。詳しくはクラスオリエンテーションで配布される北溟に書かれておりますので、
是非ご覧ください。
　体育会の活動の一つに七大戦の運営があります。七大戦とは、全国七大学総合体育大会の略称で、旧帝国七大学（北海道
大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学）の体育会が主体となって開催している大会で
す。主幹大学は毎年ローテーションしていて、57回目を迎える今大会の主幹大学は北海道大学です。私たち体育会は通常の
業務に加え、七大戦の成功に向け日々準備を進めています。七大戦の理念の一つに「学生による自主運営」があります。全
国規模の大会でありながら、予算の作成・執行、競技場の確保、式典の準備などすべての仕事を学生主導で行っています。
今大会は堅実な運営に加えて、大会の規模拡大を目指しております。大学のOB/OG、大学近辺の企業に協賛を依頼し、大会
を盛り上げることで選手の皆さんが良い環境でプレーすることができるよう努めています。現在、目に見える大きな成果は
上げられていませんが、いつかインカレに匹敵するような誰もが知る有名な大会になればと思っています。
　近年、北海道大学は七大戦において上位に食い込めていません。雪に覆われている期間が長い北海道では他大学に比べ十
分に活動時間を確保することができません。各クラブが知恵を振り絞り、限られた中で密の濃い練習をしていますが、なか
なか満足いく結果が得られていないのが現状です。私たち体育会も所属クラブが少しでも良い環境で活動できるようサポー
トをしていますが、より一層サポートしていく必要があると感じています。体育会ができることは限られていますが、北海
道大学が七大戦総合優勝を果たすために少しでも選手の要望に応えていきたいと思います。
　七大戦が北海道で開催されるのは７年に一度です。選手として参加するもよし、会場に行って選手を応援するもよし、体
育会に入って運営に携わるもよし。この記事を読んで少しでも七大戦に興味を持っていただけたら幸いです。HPで随時情報
をアップしていくので、時間がある時にアクセスしてみてください。

第57回全国七大学総合体育大会開催に向けて
北海道大学体育会委員長　縁記　和也
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総代会議とは？
　総代が、月に一度大学各所でお昼休みに集まって、お弁当を食べながら生協の活動やお店について、あれこれと話し合う場の事です。

総代って？
　生協組合員の中から選出される組合員の代表です。生協の最高議決機関の総代会（毎年５月開催）に出席し、生協の方針の決定に参
加します。日常的には、周囲の人の生協への要望やちょっとした意見などをまとめ、代表として生協に伝えます。また生協から伝えら
れる情報を周囲の人達に伝えます。この役割を実際に行うのが、総代会議なのです。

総代会議に参加してみませんか？

総代会議の日程と会場は以下の表の通りです。時間はすべて12：15 ～ 13：00

※学部生・院生の総代会議は不定期に開催します。

もし参加してみたいという方は、是非総代に立候補してください。
また、「一言意見を言いたい」・「聞いてみたいことがある」等のオブザーバーとしての参加も大歓迎です。

教職員工系 4月10日(火) 工学部M棟会議室（M153）
教職員文系 4月10日(火) スラブ研　４階　小会議室401号
教職員農系 4月11日(水) 農業経済学多目的室　３階　S302室
教職員医歯薬系 4月11日(水) 医学部保健学科4階, D-414理学療法学実習室
教職員北キャンパス 4月12日(木) 電子科学研究所 セミナー室　1-1
教職員北系（高等教育） 4月12日(木) 情報教育館４階の共用多目的教室（１）
教職員理系 4月12日(木) 理学部５号館　210号室

総代会議の様子

5月以降の開催予定日

火曜日：工系・文系　水曜日：農系・医歯薬系
木曜日：理系・北系

総代就任やオブザーバー参加ご希望の方は、理事会室までお気軽にご連絡ください。
理事会室Tel 011-746-6218  (内)3285 　 seikyou@coop.hokudai.ac.jp

総代の役割イメージ図

まわりの組合員の意見

意見・要望に対する改善と
返答、生協に関する情報

生協に対する意見・要望

生
協

総
代

教職員組合員加入キャンペーン 
加　入　特　典

紹　介　特　典

特典1

特典1

特典2
特典3
特典4

対 象 ： 北 大 の 教 員 ・ 職 員 ・ 研 究 者 等 の み な さ ま

組合員限定！ミールカードお申込受付中！

4/2（月）～5/31（木）まで

生協電子マネー1000円プレゼント

※未加入者をご紹介ください。

詳しくは【生協会館1F、中央購買、工学部購買、北部購買】サービス
カウンターまで★

（お預りする出資金は、ご退職などで北大を離れる際に全額返還いたします。）

ご紹介者様へ生協電子マネー1000円プレゼント

ミールカードとは？
一定額を一括前払いしていただくことで、翌年3月31日までの1年間、
1日の利用限度額内であれば、例えお財布の中にお金がなくても生協
食堂で食事をとることができます（日曜・祝日を除く）。

平日 1200円/土曜500円コース 195,000円（税込）
平日  900円/土曜500円コース 158,000円（税込）
平日・土曜とも  500円コース  99,000円（税込）

利用頻度を上げると最大39％もお得になります。
お得な継続者向けICチャージバックキャンペーン実施中です。
2018年度はミールドリンクに指定の野菜ジュースと豆乳を追加致しました。
詳しくは食堂店内に設置してありますパンフレットをご覧下さい。
北部・中央・工学・クラーク食堂にて受付中。みなさまのお申込をお
待ちしております！

100ポイントプレゼント（その場で電子マネーに！）

書籍300円引きクーポンプレゼント
食堂クーポンプレゼント

《（中）ライス200g》または《選べる小鉢1品》

・５月８日～10日
・６月12日～14日
・７月10日～12日
・８月なし
・９月11日～13日
・10月16日～18日

・11月13日～15日
・12月11日～13日
・１月15日～17日
・２月12日～14日
・３月19日,20日,22日
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～イントロ～

今号から新しい連載が始まります。タイトルは『台湾通信』です。当然、「え？なんで台湾？」と読者の皆さんは思
われるでしょう。シリーズ開始にあたり、そのあたりの事情をイントロとして書きたいと思います。次ページ本編の前
にお読みいただけると幸いです。

私の職場、北方生物圏フィールド科学センターは、北大内の農学部・理学部・水産学部の附属だったフィールド関
係施設を統合して発足しました。私の所属、森林圏ステーションは農学部附属演習林でした。日本の台湾統治時代、
1916年に台湾にも北大演習林が設置されました。この時期、台湾では北大の他に旧帝国大学が演習林を設置していま
す。戦後はその多くが台湾の大学の実験林となっています。終戦まで北大の施設が台湾にあり、そこで北大教職員が働
いていた歴史は、学生はもちろん教職員でも知る人が少ないです。

さて、私が担当している森林圏ステーションHPの問い合わせ窓口宛に昨年の1月、北大農学部出身で台湾の埔里
（プーリー）在住の菅大志さんと名乗る方からメールをいただきました。内容は「埔里には日本統治時代に北海道帝国
大学農学部附属台湾演習林の派出所が建てられ、現在も残っている。今年、その建築から100年を迎えるため、台湾演
習林百年記念祭を計画している。ついては、当時の資料があれば提供してほしい。」といったものです。

演習林の歴史を研究し既に退官されている秋林先生をご紹介したところから、菅さんとのお付き合いが始まりまし
た。その後、台湾演習林関係の資料も送りました。実は、当初は、菅さんは台湾の方で北大に留学していたものと思い
込んでいました。しばらくして、彼は日本人で「菅大志」は台湾名だということが判りました。そのあたりのことは、
本編でご自身が語られるものと思います。

昨年11月になって記念祭の開催が正式に決まり、北大演習林（現森林圏ステーション）
にも式典への出席依頼をいただきました。これまでの経緯から秋林先生と間宮が出席しま
した。

埔里で式典に出席し、菅さんや在住する日本人の方々ともお話しをすることができまし
た。台北などの大都市ばかりでなく、埔里などの地方都市にも日本人が暮らしていること
を知るとともに、北大と台湾の関係が身近に感じられるエピソードを色々と知ることがで
きました。これらを是非「きぼうの虹」で北大の皆さんにも紹介したいと思い、帰国後に
菅さんに執筆を依頼し、今回の連載となった次第です。

連載はとりあえず６回を予定しています。「きぼうの虹」では初めての海外記事となりま
すので、読者の皆さんにお楽しみいただければと思います。

台湾通信

左から、秋林先生、間宮、菅さん
後ろの建物が旧北大台湾演習林派出所

埔里の街並み　山間部の盆地に市街が広がります

★受付期間：3月22日（木）～ 4月13日（金）　各店営業時間内
★受付店舗：会館1階・中央・北部・工学部各店生協購買カウンター
問合せ先：北大生協留学生委員会　011-746-6218（内線3285）

★「新入留学生ウェルカムパーティー」を4月27日（金）開催
軽食と飲み物はハラルで用意し、「生協と留学生委員会紹介」「ビンゴゲーム」「中古
自転車無料譲渡の案内」「日用雑貨品無料提供会」などを予定しています。

★参加チケット販売 ： 4月9日オリエンテーション終了16時～
「クラーク会館2階共済センター」と「生協会館3階理事会室」
新入留学生：300円、在校生・教職員：500円

北大生協留学生委員会より新入留学生にお渡しする日用雑貨品提供ご協力のお願い
　新入留学生の生活を少しでも支援できるように、ウェルカムパーティー終了後「日用雑貨品」をお渡しす
る場を設けます。ご自宅でご使用予定のない物品がございましたらご協力をお願いいたします。

◎お受けできるもの：
お皿（できるだけ大・中サイズ）、マグカップ、
コップ、鍋、やかん、ハンガー（針金製品含む）、
未使用のタオルなど。

×お受けできないもの： 
家電品、ガス器具、家具、刃物類、衣料品。
汚れ・破損した物品

北大生協教職員委員会 間宮　春大（北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション勤務）
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はじめに
北大教職員が台湾で珈琲を栽培していたことを知っていますか？
北大卒業生が台湾で紅茶を栽培していたことを知っていますか？

私は農学研究科環境資源学専攻を平成17年に修了した菅谷です。
「菅 大志」は台湾名で、現在、台湾中央部の埔里（プーリー）町で
暮らしています。私も会員である北大台湾同窓会は、会員同士の
交流を深めるとともに、北大と台湾の双方向交流を促進していま
す。日本統治時代の台湾（1895-1945）でも札幌同窓会台湾支会
があり、会員同士そして北大と台湾で活発に交流を行っていまし
た。

私は北大生の時に台湾人と結婚しましたが、この妻の実家の隣
に台湾なのに北大演習林の建物が残されており仰天しました。そして台湾に北大演習林が誕生してから百年後、
待望の子供が誕生し、私も台湾人になりました。こうした縁から、私は北大と台湾の交流に運命を感じ、北大へ
の恩返しの気持ちを込めて、北大台湾演習林百年祭・水沙連珈琲節を実行しました（写真１）。

水沙連（スイシャレン）とは、私が今住んでいる埔里町を中心として、東隣の仁愛（レンアイ）村、南隣の魚
池（ユーツー）村、西隣の國姓（グオシン）村とを合わせた地名です。この水沙連と北大はとても深い交流あっ
た所で、北大の足跡が二つ残されています。それが珈琲と紅茶です。埔里と仁愛には旧北大台湾演習林があり、
そこで北大教職員によって珈琲栽培が行われていました。そして、魚池と埔里は、北大卒業生によって紅茶栽培

の最適地に選ばれ、台湾総督府の紅茶試験所ができた所です（写
真２）。そしてこの紅茶試験所の日本統治時代の歴代所長３人が
全て北大卒業生で、代々紅茶を栽培していました。

私にとっては、珈琲と紅茶と言えば、北大が思い浮かびます。
私が北大生の頃、教室（研究室）には珈琲と紅茶が用意されてい
ました。そして、それを飲みながら室員や来客と語らうのが習慣
でした。特に珈琲については、インスタントではなく、珈琲豆か
ら選ぶほどのこだわりようでした。このように教室で珈琲や紅茶
を飲む習慣は札幌農学校からの伝統のようで、古くは御雇い外国
人のために珈琲や紅茶を用意していた記録もあります。

実は、この北大台湾演習林百年祭を実行するにあたり、北大が水沙連に残した
珈琲と紅茶の足跡を辿ってみました。すると、北大教職員と北大卒業生の後ろ姿
がはっきりと見えてきたのです。

そのため、この私達の大先輩が台湾で作っていた珈琲と紅茶を本稿では敬意を
表し、「北大珈琲」と「北大紅茶」として、次号より私達の大先輩に迫っていき
たいと思います。

～第1回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人 菅　大志

ここが埔里、台湾の「おへそ」です

写真1：北大台湾演習林百年祭で現北大演習林長にあた
る佐藤先生の挨拶文を代読する北大演習林の秋林さん。
左後方は北大が百年前に建てた台湾演習林事務室

写真2：紅茶試験所内の台湾紅茶の故郷の石碑と記念撮影
右から間宮さん、秋林さん、紅茶試験所の梁さん、筆者

「北大珈琲」と「北大紅茶」
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技
術
革
新
が
自
動
車
保
険
を
変
え
る
！

　

自
動
車
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
最
近
急
速
に
開
発
・
普
及

が
進
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
事
故
軽
減
効
果
の
高
い
技
術
「
Ａ

Ｓ
Ｖ
※
１
」
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

が
近
未
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
放
映
さ
れ
て
い
て
、「
す
ご
い
！
」

と
驚
い
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
と
も
な
い
、
自
動
車
保
険
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

保
険
会
社
各
社
は
、
２
０
１
８
年
１
月
以
降
を
保
険
始
期
と
す

る
自
動
車
保
険
を
対
象
と
し
て
、
保
険
料
の
割
引
制
度
を
拡
充
し

て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
保
険
料
が
平
均
２
～
３
％
安
く
な
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
年
齢
や
運
転
す
る
自
動
車
、
所
有
台
数
等
に
よ

り
、
さ
ら
に
安
く
な
る
よ
う
様
々
な
割
引
を
組
み
合
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
し
い
割
引
と
し
て
、「
Ａ
Ｅ
Ｂ
※
２
」
を
装
備
し
て

い
る
こ
と
が
自
動
車
事
故
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
し
て
、
Ａ
Ｅ

Ｂ
を
装
備
し
た
自
動
車
に
は
「
Ａ
Ｓ
Ｖ
割
引
」
を
適
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
契
約
し
て
い
る
保
険
代
理
店
ま
た
は
北
海

道
協
同
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
話
を
聞
い
て
み
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

技
術
革
新
は
自
動
車
保
険
を
変
え
る
！
遠
く
な

い
将
来
、
自
動
運
転
車
の
時
代
が
来
て
、
自
動
車

保
険
に
は
、
従
来
の
自
動
車
保
険
か
ら
生
産
物
責

任
保
険
？
が
適
用
さ
れ
る
時
代
が
来
る
の
か
。
加

速
度
的
に
進
む
技
術
革
新
は
、
今
後
の
様
々
な
分

野
・
世
界
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

よ
う
で
す
。

※
１　

Ａ
Ｓ
Ｖ
～
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
（
Ａ
Ｅ
Ｂ
）
等

の
運
転
者
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
自
動
車

※
２　

Ａ
Ｅ
Ｂ
～
カ
メ
ラ
や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
自
動
車
や
歩

行
者
を
探
知
し
て
、
自
動
車
が
前
方
障
害
物
と
の
衝
突
を

回
避
す
る
た
め
、
ま
た
は
衝
突
速
度
を
下
げ
る
た
め
に
自

動
で
か
け
る
ブ
レ
ー
キ

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
6
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ヒ
ト
と
い
う
の
は
個
体
、
つ
ま
り
一
人
で
は
生

き
物
と
し
て
非
常
に
弱
い
存
在
で
、
集
団
を
な
し
て

生
き
て
ゆ
く
こ
と
で
、
生
存
の
確
立
が
高
ま
る
タ
イ

プ
の
動
物
だ
と
い
い
ま
す
。
ヒ
ト
は
完
全
に
孤
立
さ

せ
ら
れ
る
と
非
常
に
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
ナ
チ
の
強
制
収
容
所
か
ら
生
還
し
た

人
た
ち
に
関
す
る
調
査
は
、
他
者
と
の
絆
を
失
わ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
世
の
地
獄
と
言
わ
れ

る
状
況
か
ら
の
生
還
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
ヒ
ト
が
集
団
を
な
す
場
合
、
そ
の
中
に

必
然
的
に
規
範
と
呼
ば
れ
る
、
一
種
の
ル
ー
ル
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
ヒ
ト
の
集
団
が
、
石
こ
ろ
の
寄
せ

集
め
と
違
う
の
は
、
こ
の
規
範
と
い
う
も
の
が
あ
る

ゆ
え
で
す
。
規
範
に
は
明
確
に
示
さ
れ
た
法
律
や
決

ま
り
事
か
ら
、
微
妙
な
不
文
律
や
雰
囲
気
的
な
も
の

ま
で
が
含
ま
れ
ま
す
。
学
風
や
社
風
な
ん
て
い
う
も

の
は
、
微
妙
な
も
の
の
部
類
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、

な
ん
と
は
な
し
の
「
北
大
生
ら
し

さ
」
と
い
う
も
の
が
、
少
な
く
と
も

外
か
ら
見
る
と
あ
っ
て
、
話
し
方
や

服
装
の
セ
ン
ス
、
立
ち
居
振
る
舞
い

と
い
っ
た
も
の
が
、
北
大
生
と
し
て

生
活
す
る
う
ち
に
、
い
つ
と
は
な
し

に
共
通
の
特
徴
を
示
す
よ
う
に
な
っ

て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。
多
く
の
場
合
、

自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
。

こ
の
規
範
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と

つ
に
は
外
側
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
し
て
働
き
ま
す
。
某
女
子
大
に

通
っ
て
い
た
人
の
言
う
に
は
、
毎
日
違
う
服
を
着
て

い
く
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、
着
て
い
く

服
が
な
く
て
休
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
か
（
か
な
り

昔
の
話
で
す
よ
）
。
し
か
し
、
規
範
な
る
も
の
は
、

私
た
ち
の
中
の
、
言
っ
て
み
れ
ば
共
通
感
覚
と
し
て
、

内
側
か
ら
も
働
き
か
け
て
き
ま
す
。
食
事
の
マ
ナ
ー

な
ど
は
そ
の
例
で
、
日
本
だ
と
汁
に
ご
飯
を
入
れ
て

食
べ
る
と
「
猫
ま
ん
ま
」
な
ど
と
言
っ
て
行
儀
が
悪

い
と
さ
れ
る
の
が
、
韓
国
だ
と
と
て
も
美
味
し
い
食

べ
方
と
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
場
合
の
行
儀
が
良
い

と
か
悪
い
と
か
い
う
の
は
、
内
面
化
さ
れ
た
規
範
と

の
か
か
わ
り
で
、
か
な
り
感
覚
的
な
快
・
不
快
に
近

い
も
の
と
し
て
起
こ
っ
て
く
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
感
覚
的
な
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
規

範
な
る
も
の
の
根
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
規
範
と
い
う
も
の
が
私

た
ち
の
こ
こ
ろ
の
中
に
内
面
的
な
も
の
と
し
て
形
づ

く
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
起
源
は
、
子
ど

も
の
頃
の
、
育
て
親
と
の
関
係
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
欲
求
の
カ
タ
マ
リ
み

た
い
な
も
の
で
す
が
、
成
長
と
と
も
に
、
排
泄
の
し

つ
け
を
始
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
欲
求
を
抑
え
、

先
延
ば
し
し
、
つ
ま
り
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

を
学
ば
せ
ら
れ
ま
す
。
最
初
は
、
「
ど
う
し
て
も
欲

し
い
の
っ
！
」
と
言
っ
て
駄
々
を
こ
ね
て
い
た
子
ど

も
が
、
や
が
て
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
そ
う
に
「
ガ
マ
ン

す
る
…
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
外
側
か

ら
与
え
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
内
面
的
な

も
の
に
取
っ
て
代

わ
っ
て
ゆ
く
わ
け

で
す
。
こ
う
考
え

て
く
る
と
、
規
範

の
内
面
化
と
い
う

の
は
健
康
な
こ
こ

ろ
の
基
本
の
一
つ

で
す
ね
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
起
こ
る
上

で
大
切
な
も
の
が
、

子
ど
も
と
育
て
親

と
の
愛
情
関
係
で

し
ょ
う
。
飯
塚
訓
『
刑
事

病
』
は
、
元
刑
事
の
著
者
に
よ
る
、

ほ
ぼ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い

と
思
し
き
短
編
集
で
す
が
、
い
つ
も
「
愛
の

足
り
な
い
者
は
い
な
い
か
」
と
言
い
な
が
ら
街
を
歩

く
名
刑
事
が
登
場
す
る
の
で
す
。
非
行
や
犯
罪
と
い

う
社
会
的
規
範
の
侵
犯
行
為
が
、
愛
情
の
欠
落
を
起

源
と
す
る
と
い
う
、
ベ
テ
ラ
ン
刑
事
の
経
験
的
知
見

を
示
す
の
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
も
ち
ろ
ん
、
愛
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
が
、

み
ん
な
、
非
行
や
犯
罪
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
虐
待
を
受
け
て

育
っ
た
人
の
場
合
で
も
、
そ
う
い
っ
た
形
で
加
害
の

側
に
ま
わ
る
人
は
、
全
体
の
中
で
は
ず
っ
と
ず
っ
と

少
な
い
の
で
す
。
人
の
こ
こ
ろ
や
行
動
に
関
わ
る
要

因
は
非
常
に
多
く
、
つ
ま
づ
い
て
も
ど
こ
か
で
補
わ

れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
の
、
一
つ
の
例

だ
と
思
い
ま
す
。

渡邊 誠

こころの
健康を考える 51

人が共生してゆくため
のルールのこと

○
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を
見
る
と
、
記
念
館
の
北
側
の
壁
や

窓
、
屋
根
の
形
状
が
い
び
つ
で
あ

り
、
そ
の
影
響
で
建
物
の
劣
化
が
目

立
つ
理
由
も
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。「謎

の
扉
」
の
他
に
も
、
当
初
の

形
状
が
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
現
在

で
は
そ
の
意
味
が
理
解
し
が
た
い
部

分
は
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
逆
に

新
し
い
利
用
の
た
め
に
追
加
さ
れ
た

部
分
も
数
多
く
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

玄
関
の
床
の
タ
イ
ル
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
（
写
真
４
）。
人
に
よ
っ
て

は
味
が
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
玄
関

と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
タ
イ
ル
を
寄
せ
集

め
て
き
た
、
と
い
う
歴
史
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
生
活
を
送
っ
て

い
る
部
局
の
建
物
で
も
、
利
用
さ
れ

て
い
な
い
扉
や
建
物
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
こ
と
で
生
じ
た
奇
妙
な
階
段
な

ど
、
建
物
が
経
て
き
た
歴
史
に
よ
っ

て
生
じ
た
特
徴
を
見
出
せ
る
と
思
い

ま
す
。
建
物
は
利
用
さ
れ
続
け
て
こ

念
館
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
は
、
記

念
館
と
し
て
整
備
さ
れ
た
約
30
年
前

ま
で
は
植
物
園
の
管
理
棟
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
も

と
も
と
植
物
園
に
建
て
ら
れ
て
い

た
も
の
で
は
な
く
、
１
９
０
１
年

か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の
動
植
物
学
教

室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の

が
１
９
４
２
年
に
移
築
さ
れ
た
の

で
す
。
動
植
物
学
教
室
の
建
物
は

「
Ⅰ
」
字
型
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
植
物
園
に
移
築
さ

植
物
園
に
あ
る
文
化
財
建
築
の
一

つ
、
宮
部
金
吾
記
念
館
で
は
、
農
学

校
二
期
生
で
植
物
園
の
創
設
者
で
あ

る
宮
部
博
士
の
遺
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。「
生
涯
の
友
」
と
呼
び
合
っ

て
い
た
同
級
生
の
内
村
鑑
三
と
新
渡

戸
稲
造
の
書
簡
を
展
示
し
て
い
る

ケ
ー
ス
の
奥
に
あ
る
扉
（
写
真
１
）

の
存
在
に
意
識
を
向
け
ら
れ
た
こ
と

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
「
文

化
財
へ
行
こ
う
」
は
、
こ
の
扉
を
通

り
抜
け
て
建
物
の
歴
史
を
見
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
２
は
扉
の
反
対

側
の
様
子
で
す
。
反

対
側
に
は
扉
は
な
く
、

記
念
館
の
外
壁
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の

扉
は
、
単
な
る
飾
り

な
の
で
し
ょ
う
か
？

現
在
宮
部
金
吾
記

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
動
物
学
教
室
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
部
分
が
取
り

壊
さ
れ
、
残
り
半
分
の
植
物
学
教

室
の
部
分
（「
Ⅰ
」
を
半
分
に
し
た

「
Ｔ
」）
が
植
物
園
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。
動
物
学
教
室
の
部
分
が
取
り
壊

さ
れ
、
移
築
さ
れ
る
直
前
の
様
子
が

記
録
さ
れ
た
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す

（
写
真
３
）。

こ
の
記
事
を
持
っ
て
、
宮
部
金
吾

記
念
館
に
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
写
真
と
現
在
の
建
物
の
様
子
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
植
物
園
の
管
理

棟
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
記
念
館

へ
と
整
備
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
北
側

の
部
分
が
さ
ら
に
取
り
壊
さ
れ
、
元

の
動
植
物
学
教
室
か
ら
見
る
と
四
分

の
一
、「
Ｔ
」
の
横
棒
部
分
だ
け
が

残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、「
謎
の
扉
」
は
、
取
り
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
植
物
学
教
室
の
部
分
へ

と
入
る
た
め
の
扉
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
前
提
に
写
真
２

文化財へ
　行こう第6回

～宮部金吾記念館の謎の扉～
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園

加藤　克

そ
生
き
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
人
の

利
用
と
い
う
歴
史
を
感
じ
取
れ
る
か

ら
こ
そ
、
文
化
財
と
し
て
評
価
さ

れ
、
そ
の
意
味
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

一
年
間
、
文
化
財
、
あ
る
い
は
近

い
将
来
に
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
建
物
を
対
象

に
紹
介
し
て
き
た
「
文
化
財
へ
行
こ

う
」
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
し
ま

す
。
次
回
か
ら
は
、
文
化
財
と
し
て

扱
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
微
妙
な
と
こ

ろ
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
北
大
の
歴
史

的
景
観
を
構
成
す
る
建
物
と
し
て
残

し
て
ゆ
き
た
い
古
い
建
物
を
テ
ー
マ

に
し
た
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
北
大

の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
、
歴
史
の
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
北
大
の
魅

力
を
維
持
、
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

何
を
残
す
か
、
を
考
え
る
材
料
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

植物園の象徴的な建築物である宮部金吾記念館

写真3：キャンパスにあった植物学教室
動物学教室は取り壊され、壁になっている

写真2：宮部金吾記念館北側の様子　１階の左手が
「謎の扉」がある部分

写真4：記念館玄関のタイル

写真1：展示室内の「謎の扉」
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留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

■
２
０
１
８
年
版
留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

待
望
の
全
頁
フ
ル
カ
ラ
ー
完
成
！

　

昨
年
同
様
Ａ
５
版
・
縦
型
・
40
頁
、

英
語
・
中
国
語
・
ふ
り
が
な
付
き
日
本

語
の
三
ヵ
国
語
表
記
で
す
。
各
国
・
各

地
か
ら
入
学
し
た
留
学
生
が
北
大
生
協

を
知
る
一
助
と
し
て
便
利
に
お
得
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

設
置
場
所
は
生
協
購
買
各
店
・
共
済

セ
ン
タ
ー
・
ル
ー
ム
ガ
イ
ド
な
ど
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

（
内
線
３
２
８
５
）
理
事
会
室　

室
田
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
新
入
留
学
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
準
備
中

① 

4
月
9
日
（
月
）
大
学
主
催
「
春
学

期
留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

中
で
生
協
と
留
学
生
委
員
会
の
簡
単
な

紹
介
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

お
誘
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
4
月
27
日
（
金
）「
新
入
留
学
生
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

★
詳
細
は
本
紙
３
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
は
13
日
～
15
日
、
３
月
は
19
日

～
23
日
に
開
催
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
は
16
日
、
３
月
は
23
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
か
ら
「
台
湾
通
信
」
と
題
し
た

シ
リ
ー
ズ
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。
た

ぶ
ん
「
き
ぼ
う
の
虹
」
創
刊
以
来
、
初

め
て
の
海
外
関
係
連
載
で
す
。
し
か
も

「
北
大
」
が
関
係
し
た
お
話
し
な
の
で
、

今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、「
文
化
財
へ
行
こ
う
」
が
一

応
終
了
し
、
次
号
か
ら
は
「
文
化
財
？

へ
行
こ
う
」
的
な
連
載
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
楽
し
み
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

き
ぼ
う
の
虹
３
７
５
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
雪
解
け
の
速

度
が
若
干
遅
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で

も
、
や
っ
と
路
面
か
ら
雪
が
消
え
始

め
、「
ツ
ル
ツ
ル
」
の
恐
怖
か
ら
解
放

さ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
「
春
」
で

す
。

■
新
入
生
歓
迎
活
動　

新
友
の
つ
ど
い

こ
の
春
、
北
大
に
入
学
し
て
く
る
新

入
生
を
歓
迎
し
、
北
大
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
、
新
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
し

て
も
ら
う
こ
と
、
友
達
作
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、“
新
友
の
つ
ど

い
”
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
も
体
育

会
と
協
力
し
て
北
大
第
一
体
育
館
を
主

な
会
場
に
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
企
画

の
中
で
、
多
く
の
新
入
生
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

■
履
修
相
談
会
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

新
入
生
の
履
修
制
度
に
関
す
る
不
安
・

疑
問
を
解
消
し
、
自
分
に
あ
っ
た
時
間

割
を
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

履
修
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
及

び
学
部
学
科
単
位
で
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

履
修
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
全
体
説

明
会
、
個
人
で
履
修
制
度
に
関
す
る
質

問
を
し
た
り
、
作
っ
た
時
間
割
を
確
認

す
る
個
別
相
談
会
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
履
修
制
度
が
複
雑
な
医
療
系
学

部
の
人
の
た
め
に
、
医
歯
薬
獣
医
説
明

会
も
行
い
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

@
H

U
_CO

O
P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
公
式Facebook

　

@
hokudai.gi

学
生
委
員
会
の
活
動
や
日
ご
ろ

の
様
子
な
ど
を
、
Ｈ
Ｐ
・T

w
itter

・

facebook

な
ど
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
院
生
に
よ
る
書
評
誌

　
「
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
７
」
完
成

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、「
ほ
ん
で
な

い
か
い
２
０
１
７
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
遅
れ
た
分
、
内
容
は
ご
期
待
く
だ

さ
い
！
Ｈ
Ｔ
Ｂ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
Ｏ
Ｎ
ち
ゃ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

掲
載
！
も
ち
ろ
ん
、
お
す
す
め
本
も

し
っ
か
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

読
み
応
え
充
分
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
配
布
は
北
大
生
協
書
籍
部
他
、
学

内
各
掲
示
板
で
も
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
新
入
院
生
歓
迎
会
開
催

下
記
の
日
程
で
、
新
入
院
生
歓
迎
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
51
名
の

新
入
院
生
の
参
加
が
あ
り
、
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
立
食
形
式
に

よ
る
歓
談
と
ク
イ
ズ
等
を
交
え
、
交
流

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
違
う
研

究
科
の
人
と
あ
交
流
で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
会
後
に
行
な
っ
た
懇
親

会
に
も
38
名
が
参
加
し
、
よ
り
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
新
入
院
生
歓
迎
会

４
月
７
日
（
土
）
15
：
00
～
17
：
00

中
央
食
堂
２
Ｆ
（
予
定
）

2018 年 4 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 375 号　（ 8 ）

Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


